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１１１１    はじめにはじめにはじめにはじめに    

先進諸国と比較して、日本の高齢者とりわけ男性に関しては、60 歳代後半以降の就

業率や就業継続意向が高いことが知られている。この点は、今回の調査でも確認でき

る

1

。本稿では、就業だけでなく就業以外の社会活動への参加状況を含めて 4 か国比較

を行う。さらにそれを踏まえて、就業及び就業以外の社会活動への参加と総合生活満

足度の関係を分析する。 

結論を先に述べると就業と就業以外の社会活動への参加を合わせたものを広義の社

会参加とすると、4 か国の中で日本は、広義の社会参加率が高い国ではない。日本の

特徴は、高齢者の就業している者が多いことだけでなく、就業以外の社会活動への参

加者が少ないことにある。言い換えると、日本に比較して高齢期の就業者が少ない国

では、就業以外の社会活動への参加者が多くなる。さらに就業及び就業以外の社会活

動参加と総合生活満足度の関係を見ると、4 か国のデータ分析では、就業以外の社会

活動への参加が総合生活満足度を有意に高めることが明らかになった。 

２，就業と就業以外の社会２，就業と就業以外の社会２，就業と就業以外の社会２，就業と就業以外の社会活動への活動への活動への活動への参加の状況参加の状況参加の状況参加の状況    

今回の調査には、現在の就業状況のみを尋ねた設問はない。ただし、今後、収入を

伴う仕事をしたいかどうかを、あるいは現在収入を伴う仕事をしている者には、今後

も収入を伴う仕事を続けたいとどうかを、同じ選択肢で尋ねる設問が設けられている

(Q19)。そこでこの設問の選択肢１の「収入の伴う仕事をしたい（続けたい）」を選択

した者を就業者(仕事をしたい者)とした。また、就業以外の社会活動への参加に関し

ては、Q21 の選択肢１の「仕事以外にしたいことがあるから」を選択した者を社会活

動参加者とした。この設問は、Q19 で選択肢２の「収入の伴う仕事をしたくない（辞

めたい）」を選択した者のみに対して尋ねるものである。そのため、就業しながら社会

活動に参加している者は、就業者に分類されることになる。こうした設問設計のあり

方から、ここで社会活動参加者として分類した者は、仕事以外にしたいことがあるた

めに就業していない層となる。また、健康上の理由や家族の介護などのために仕事が

できない者や、仕事をせずにゆっくりした生活を送りたい者などは、ここでの社会活

動参加者には含まれていない。つまり、就業者、社会活動参加者、それ以外の３つの

カテゴリーは、独立したものとなる。 

上記の３つのカテゴリーの分布を男女別かつ 4か国別に見たものが図表１である。

男女計を見ると、4 か国の比較では、日本は就業者の比率が最も高く(45.0％)、他方、

社会活動参加者が最も少なくなる(3.0％)。日本とアメリカの就業者の比率が女性では

同率(38.5％)となるが、それ以外では、男女別かつ国別に見ても男女計で確認できた

特徴が該当する。 
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 さらに、就業者と就業以外の社会活動への参加者を合わせてそれを広義の社会活動

参加率とすると、男女計では、日本が最も高い国（約 48％）となるわけでなく、比率

が高い国は、スウェーデン（58％）である。さらに、男女別に見ても日本が広義の社

会活動参加率が最も高い国ではない。 

 

図表１ 就業者と社会参加活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* 1.就業者（仕事をしたい） 

2.社会活動参加者（仕事以外にしたいことがある） 
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